


A.研究目的 

現在、乳幼児期から学齢期にかけての肥満対策が重要な小児の健康問題になっている。こ

のため乳幼児期から高校生に至る学齢期までを一貫して利用することのできる小児肥満予

防に関するガイドラインの作成を目的としている。 

小児肥満マニュアル(ガイドライン)を作るに当たって最も大きな問題となるのは、小児肥

満の判定方法である。そこで今年度は主に小児肥満の判定方法について検討することを目

的とした。 


